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研究成果の概要（和文）：LV高齢者は、非LV高齢者と比較して口腔環境や口腔機能は有意な差はないが、歯科受
診行動や口腔リテラシーでの差が認められた。栄養面では男性LVは非LVよりもビタミンや食物繊維の摂取が少な
く、男性LV高齢者よりも女性はビタミン・ミネラル・食物繊維の摂取量多いことが明らかになった。
　歯科の発信、栄養の発信を社会福祉ネットワーキングに繋ぐことで、効果的な歯科受診・保健指導や栄養指導
が可能になると、LVのQOV（Quality of Vision）が向上し健康寿命の延伸にも寄与できる。歯科や栄養に従事し
ている医療職と福祉が連携をとることによって認知症高齢者や障害のある子供たちへのかかわりにも効果があ
る。

研究成果の概要（英文）：There were no significant differences in the oral environment and oral 
function between LV elderly and non-LV elderly, but there were differences in dental examination 
behavior and oral literacy. In terms of nutrition, it was revealed that male LV had lower vitamin 
and dietary fiber intake than non-LV, and female had higher vitamin, mineral and fiber intake than 
male LV elderly.
By linking the communication of dentistry and nutrition to social welfare networking, effective 
dentist consultation, health guidance and nutrition guidance will be possible, and LV's QOV (Quality
 of Vision) will be improved to extend healthy life expectancy. Can contribute. Coordination between
 medical professions engaged in dentistry and nutrition and welfare will also be effective in 
relation to elderly people with dementia and children with disabilities

研究分野：高齢者福祉
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本は超高齢社会に突入しており、「物がぼやける」「眼がかすむ」「二重に見える」「視野に幕がかかって
いる」といった視力低下から糖尿病網膜症、緑内障、加齢黄斑変性症など加齢と深く関係した疾患が原因になて
いる高齢者が増加の一途をたどっている。視覚に問題が生じるとQOV(Quality of Vision) が低下し、日常生活
においても様々なライフスタイルの変更を余儀なくされることもある。
　これらのことを踏まえてこの研究が令和での新時代にロービジョン高齢者の地域や医療福祉現場の取り組み
（地域包括ケア）において、より積極的に歯科医療や栄養改善サービスが行なわれるための一助となることを期
待したい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
高齢者の視覚障害（「ものがぼやける」「目がかすむ」「二重に見える」「視野に膜がかかってい

る」といった視力低下状態を含む：ロービジョン）の原因は、糖尿病網膜症、緑内障、加齢黄斑
変性症など加齢と深く関係した疾患が原因になることが多い。超高齢社会においてロービジョ
ン感情は急激に増加し、2007 年で 164 万人（その 72％は 60 歳以上）を記録し、2030 年には
200 万人以上になると考えられている。このような社会的背景から医科では、2012 年にロービ
ジョンケアは健康保険診療として導入されており、ロービジョン外来の開設もあいついている。 
今後の超高齢社会では、視覚障害（ロービジョン）有する高齢者の増加し、医療と福祉の両面

からロービジョンケアの必要性が高まってくる。視覚に問題を生じると QOV(Quality of Vision)
が低下し日常生活においても様々なライフスタイルの変更等が余儀なくされることもある。こ
れらのことを踏まえて、ロービジョン高齢者の実態を知り、医療と福祉の両面からロービジョン
ケアの必要性が大きな課題となる。 
 
 
 
２．研究の目的 
我が国ではロービジョン（視覚障害；visual impairment , low vision, 以下 LV）を有する高

齢者が増加することから歯科医療においても LV ケアは重要な課題である。しかしその実態につ
いては不明な点が多い。歯科からはロービジョン高齢者の口腔保健の実態を明らかにすること
を目的とした。 
栄養面からは、ロービジョン高齢者を対象に調査を行い、その結果を分析し、緑黄色野菜の摂

取に関する現状と食事や栄養に関する困りごとや実際に行われているケアの現状を明らかにす
る。 
ロービジョン高齢者の口腔機能低下と栄養摂取状況の実態を解明するだけでなく、申請者の

着目してきた医療福祉連携の視点からそれに関する生活課題を明らかにする。その上で口腔機
能低下の改善、食事・栄養改善と生活課題への介入を行い、その効果を明らかにすることで福祉
と連携した歯科的なロービジョン高齢者のケアあり方のエビデンスを構築する。 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究は本学歯学部倫理委員会の承認（D2016-068）を得て実施した。研究参加に同意の得ら

れた 65 歳以上の地域在住の高齢者 35 名、LV 高齢者 23 名を対象とした。地域在住高齢者は、某
県の町内会にて研究協力のと言われた 65 歳以上の者とした。来場型健診に訪れた者とし、LV 高 
齢者は同じ県の視覚障害者福祉協会に所属し、研究協力の同意が得られた 65 歳以上の者とした。 
 性別、年齢、全身疾患の既往の基礎情報を含む質問票調査により行った。栄養評価では簡易型
自記式食事歴法質問表（BDHQ）、生活課題に関する調査では生活状況に関する質問紙法を用いた。
身体測定では体成分分析装置（InBody）による測定にて体組成データを得た。 
 
４．研究成果 
LV 高齢者の口腔環境、口腔機能、口腔保健行動の実態を調査したところ、非 LV 高齢者と比較

して、口腔環境や口腔機能では有意な差はなく、歯科受診行動および口腔リテラシーでの差が認
められた。このことから情報が適切に、伝達される事で口腔保健の推進は十分可能であり、その
ために今後の歯科医療の現場において、LV 高齢者がより受診しやすい環境整備および適切な保
健指導の実施の重要性が明らかとなった。 
男性の視覚障害有するものは、視覚に障害のない人よりも野菜類の摂取量は少なく、それに伴

いビタミンや食物繊維の摂取量が少ないことが明らかになった。女性の視覚障害を有するもの
は、エネルギーや全ての栄養素を視覚障害のない人と同等に摂取できていた。また男性の視覚障
害を有するものよりも緑黄色野菜類や果実類を多く摂取しており、ビタミン・ミネラル・食物繊
維の摂取量が多いことが明らかになった。 

男性の生活状況について、生活課題に関するアンケートからは、同居の有無、台所の使いづらさ、

外出頻度、健康意識、義歯の使用、定期的に健康診断を受けているか、自身で血圧や体重等をチ

ェックしているか、運動を週 1回以上するか、食事の買物や調理に不都合があるかについて、視

覚に障害がある群とない群で有意な差はみられなかった。女性についても運動を週１回以上す

るかについて視覚障害なし群の方があり群よりも有意に多い頻度で運動をしていることが分か

った。同居の有無、台所が使いづらいか、外出頻度、健康意識、義歯の使用、定期的に健康

診断を受けているか、自身で血圧や体重等をチェックしているか、食事の買い物や調理に不

都合があるかについては、なし群とあり群で有意な差は見られなかった。 
今回の研究から歯科からの発信、栄養面からの発信を社会福祉のネットワーキングに繋ない

でいくことでより良い地域包括ケアシステムの新しいモデルを構築できることが分かった。障
害者福祉サービスや介護保険サービスを使っているようだったら、サービス担当者会議の中に
も進んで参加していることが必要となる。今までにない効果的な歯科受診・保健指導や栄養指導



が可能になり健康寿命も伸びてことは期待できる。 
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